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「
白
河
市
南
湖
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

特集　白河市南湖条例

　
南
湖
は
、
享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
に
白
河
藩
主
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

に
よ
り
「
士
民
共
楽
」
と
「
太
平
無
事
」
の
理

念
の
も
と
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
13
年 

（
１
８
８
０
）
に
太
政
官
布
告
に
よ
り
公
園
と
し
て
開

設
さ
れ
、
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
国
史
跡
お
よ
び

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
や
文
化
が
息
づ
く

「
市
民
共
楽
」
の
地
と
し
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
四
季
折
々
の
自
然
や
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
憩
い
の
場
所
と
し
て
、
市
民
や
来
訪
者
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
や
社
会
の
変
化

に
伴
い
、
南
湖
の
自
然
や
風
景
も
緩
や
か
に
姿
を
変
え

て
き
ま
し
た
が
、
南
湖
の
西
側
で
は
国
道
２
９
４
号
白

河
バ
イ
パ
ス
の
開
通
が
間
近
と
な
り
、
今
後
ア
ク
セ
ス

の
向
上
に
よ
る
来
訪
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
機
を
捉
え
、
市
民
と
と
も
に
南
湖
を
守
り
、

魅
力
を
創
出
し
な
が
ら
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め

に
「
白
河
市
南
湖
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
制
定
の
背
景
》

　
南
湖
の
保
全
お
よ
び
活
用
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定

め
、
そ
の
理
念
の
も
と
に
市
が
担
う
役
割
を
明
記
し
て

い
ま
す
。

　
条
例
の
文
言
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

《
特
徴
》

◦
目
的
（
第
１
条
）

　
南
湖
の
保
全
お
よ
び
活
用
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定

め
、
市
お
よ
び
市
民
の
共
通
理
解
の
も
と
、
そ
の
恩
恵

を
享
受
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◦
基
本
理
念
（
第
２
条
）

　
南
湖
の
歴
史
的
お
よ
び
文
化
的
価
値
を
守
り
、
豊
か

な
自
然
環
境
お
よ
び
優
れ
た
景
観
を
保
全
す
る
こ
と 

「
市
民
共
楽
」
の
地
と
し
て
さ
ら
な
る
魅
力
を
創
出
し
、

市
民
が
憩
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
す
る
。

◦
市
の
役
割
（
第
３
条
）

　
市
は
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
自
然
環
境
や
景
観
の
保

全
、
市
民
が
豊
か
な
時
間
を
過
ご
せ
る
場
や
学
び
の
場

の
提
供
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
に
関
す
る
調
査
研

究
の
推
進
、
魅
力
の
発
信
に
努
め
る
。

特
集

《
構
成
》

問
文
化
財
課
�
２
３
１
０

令
和
４
年
４
月
１
日

《
施
行
日
》


